
民
を
救
う
た
め
」
で
あ
っ
た

と
い
う
言
説
を
覆
す
。
著
者

に
よ
れ
ば
、
40
年
８
月
末
ま

で
の
任
期
中
、
リ
ト
ア
ニ
ア

の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
を
脅
か
し

た
の
は
「
忍
び
寄
る
ナ
チ
ス

の
魔
手
」
な
ど
で
は
な
か
っ

た
。
40
年
夏
、「
一
部
の
ユ

ダ
ヤ
住
民
と
ユ
ダ
ヤ
難
民
た

い
る
。
電
撃
戦
で
今
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
大
陸
全
域
を
占
領
支

配
下
に
置
い
た
ナ
チ
ス
の
圧

倒
的
膨
張
圧
力
の
も
と
で

「
ユ
ダ
ヤ
人
狩
り
を
避
け
る

こ
と
の
で
き
る
国
は
も
は

や
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
無

い
。
し
た
が
っ
て
兎
に
も
角

に
も
ソ
連
、
日
本
を
経
て
第

三
国
に
移
住
す
る
の
で
あ

る
」
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

の
痛
切
な
訴
え
を
軽
く
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、

「
厄
介
者
」
と
な
っ
た
多
数

の
難
民
の
問
題
を
可
及
的
速

や
か
に
解
決
し
た
い
当
局
が

ソ
連
通
過
ヴ
ィ
ザ
を
進
ん
で

与
え
よ
う
と
し
た
当
時
の
方

針
を
も
無
視
し
て
い
る
。
リ

ト
ア
ニ
ア
併
合
・
社
会
主
義

化
の
進
展
で
明
確
に
な
る
の

は
ソ
連
当
局
の
階
級
的
政
策

だ
。
そ
れ
が
資
本
家
、
正
統

派
ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
ブ
ン
ド

派
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
リ
ト
ア

ニ
ア
脱
出
願
望
に
火
を
付
け

た
と
い
う
事
実
群
を
無
限
定

の
「
全
体
主
義
へ
の
恐
怖
」

で
一
括
し
て
い
い
の
か
問
題

で
あ
る
。

　

確
か
に
ユ
ダ
ヤ
人
大
量
殺

戮
と
い
う
意
味
で
の
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
は
、
近
刊
予
定
の
拙

著
『
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
へ

の
道
』（
春
風
社
）
で
検
証

し
た
よ
う
に
41
年
６
月
、
独

ソ
戦
の
火
蓋
が
切
ら
れ
て
以

　

カ
ウ
ナ
ス
領
事
代
理
（
着

任
１
９
３
９
年
８
月
）
の
杉

原
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
侵
攻
に
よ
っ
て
発

生
し
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
（
総

数
一
万
数
千
人
の
一
部
）
に

日
本
通
過
ヴ
ィ
ザ
、
い
わ
ゆ

る
「
命
の
ヴ
ィ
ザ
」
を
発
給

し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
発
給
時
期

（
40
年
７
月
か
ら
８
月
末
）、

発
給
数
な
ど
に
関
し
て
巷
間

流
布
す
る
言
説
に
は
幾
多
の

誤
り
が
あ
る
。
当
事
者
の
回

想
や
新
聞
記
事
の
み
に
依
拠

し
た
言
説
に
は
、
事
実
誤
認

や
「
憶
測
」、「
主
観
的
願

望
」、
後
知
恵
・
事
後
的
知
識

に
よ
る
歪
曲
な
ど
が
入
り
混

じ
っ
て
い
る
。
歴
史
認
識
に

お
い
て
一
次
資
料
の
発
掘
、

そ
の
解
読
・
評
価
を
踏
ま
え

た
歴
史
科
学
的
研
究
が
必
要

不
可
欠
な
所
以
で
あ
る
。

　

本
書
は
ま
さ
に
「
命
の
ヴ

ィ
ザ
」
に
関
す
る
一
次
資
料

を
発
掘
し
、
そ
れ
に
基
づ
い

て
諸
事
実
の
前
後
関
係
を
精

密
に
洗
い
直
し
、
批
判
的
に

解
明
し
て
い
る
。
依
拠
す
る

主
要
な
一
次
資
料
は
、
科
研

費
等
の
公
的
研
究
資
金
を
え

て
調
査
収
集
し
た
も
の
で
、

国
際
的
ユ
ダ
ヤ
人
支
援
組
織

「
ア
メ
リ
カ
・
ユ
ダ
ヤ
合
同

分
配
委
員
会
Ｊ
Ｄ
Ｃ
」
の
文

書
群
で
あ
る
。
圧
巻
は
、
杉

原
千
畝
・
幸
子
証
言
と
一
次

資
料
の
明
白
な
乖
離
を
八
つ

の
問
題
に
つ
い
て
立
証
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
誠
実

な
資
料
調
査
と
歴
史
像
構
築

の
仕
方
は
科
学
的
で
あ
り
、

模
範
的
だ
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

著
者
は
、
40
年
夏
に
「
ガ

ス
室
」
恐
怖
を
語
る
杉
原
な

ど
の
事
実
誤
認
を
批
判
し
、

彼
の
行
為
が
「
ナ
チ
ス
の
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
か
ら
ユ
ダ
ヤ
難

ち
」
に
リ
ト
ア
ニ
ア
残
留
へ

の
大
き
な
不
安
を
抱
か
せ
た

の
は
、「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
全

体
主
義
」
で
あ
っ
た
と
。

　

し
か
し
、
こ
の
テ
ー
ゼ
は

カ
ウ
ナ
ス
領
事
館
に
押
し
寄

せ
た
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
が
訴
え

る
被
害
と
恐
怖
を
軽
視
し
て

杉原証言と一次資料の明白な乖離

降
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、

ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
は
何
か
。

「
ナ
チ
ス
の
脅
威
」
と
か

「
ナ
チ
ス
の
魔
手
」
は
、
ホ

ロ
コ
ー
ス
ト
と
同
じ
で
は
な

い
。
40
年
夏
、
バ
ル
ト
三
国

の
人
々
、
ユ
ダ
ヤ
人
難
民

に
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
ユ

ダ
ヤ
人
迫
害
・
追
放
政
策
の

情
報
が
入
ら
な
か
っ
た
と
い

う
証
拠
は
な
い
。「
脅
威
」

や
「
魔
手
」、
そ
れ
へ
の
恐

怖
を
わ
ざ
わ
ざ
援
助
金
を
求

め
る
Ｊ
Ｄ
Ｃ
文
書
に
書
く
必

要
は
な
い
。
こ
の
組
織
に
と

っ
て
は
い
か
に
し
て
可
能
な

限
り
の
資
金
を
調
達
し
、
い

か
に
し
て
ア
メ
リ
カ
の
世
論

の
反
発
な
ど
に
も
配
慮
し
つ

つ
国
務
省
な
ど
関
係
機
関
の

協
力
を
得
る
か
、
そ
の
上
で

確
保
し
た
援
助
資
金
を
南
北

ア
メ
リ
カ
や
パ
レ
ス
チ
ナ
へ

の
旅
費
・
滞
在
費
と
し
て
有

効
に
配
分
し
、
救
済
の
実
を

上
げ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
が

問
題
で
あ
る
。
Ｊ
Ｄ
Ｃ
文
書

の
史
料
的
価
値
を
歴
史
全
体

の
文
脈
の
中
に
適
切
に
位
置

づ
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
意
味
で
一
次
資
料

絶
対
主
義
に
傾
き
が
ち
な
箇

所
に
は
問
題
を
感
じ
る
。

　

だ
が
本
書
の
意
義
は
副
題

そ
の
も
の
が
明
確
に
示
し
て

い
る
。「
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ユ

ダ
ヤ
人
難
民
に
何
が
あ
っ
た
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の
か
」
を
一
次
資
料
の
語
る

豊
富
な
立
体
的
事
実
群
に
よ

っ
て
、
実
証
的
に
解
明
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書
が

今
後
こ
の
問
題
を
考
え
る
第

一
級
の
研
究
書
と
な
る
こ
と

は
確
実
だ
。（
な
が
み
ね
・
み

ち
て
る
＝
横
浜
市
立
大
学
名

誉
教
授
・
ド
イ
ツ
現
代
史
）

　

★
か
ん
の
・
け
ん
じ
＝
東

京
理
科
大
学
教
授
・
フ
ラ
ン

ス
語
・
ユ
ダ
ヤ
研
究
。
パ
リ

第
一
〇
（
ナ
ン
テ
ー
ル
）
大

学
博
士
課
程
修
了
。
一
九
六

二
年
生
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